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ＪＲ東労組ホームページ 

 

□黒字決算となったが、必ずしも楽観出来るものではない。 

□運輸収入がコロナの 75％と想定を下回っている。 

□営業利益の水準としては業績予想を下回る厳しい状況 

□第 7 波の終局面を迎えた 10 月の鉄道営業収入に 

ついても、依然としてコロナ前の約 7割 

□足元の不透明な状況に加え、中長期的な見通しに 

ついても楽観出来ない状況である。 

□上期の収入回復の遅れに加え、今後の状況次第では 

再び赤字に転落しかねない。 

 


